1700年代に至るまでのアイルランド貿易に関する幾つかの側面 by 蔵谷 哲也
1．はじめに
本稿の目的はアイルランド貿易がアイルランド国
内事情と英国のアイルランドに対する法制上の干渉
によって左右されてきたことを多少示すことを試み
ることである。アイルランド人口が高度に組織化さ
れ，人口に富み，製造業が確立していたら，アイル
ランドに対する英国の干渉は異なったものであった
はずだ。アイルランド貿易に対する英国の干渉は重
商主義の当然の帰結であるかもしれない。英国の金
銀地銀の流出の原因の一つはアイルランドからの輸
入の支払いであると見なす考えがあった。歴史上，
法制上の理由で英国にとってアイルランドは独立し
た国家として扱われない時期があったから，英国が
様々な干渉をすることは当然のことと考えられたの
であろう。アイルランドは北米における英領植民地
とは事情が著しく異なるが，実質的には英国の植民
地扱いをされていたことは歴史上否定できないであ
ろう。
2．アイルランドと英国の複雑な関係
ラトランド侯爵の，グレンヴィル（C.T. Gren-
ville）の1784年12月3日の警句によると，アイルラ
ンドは英国にとって，あまりにも偉大なので，関連
なしとすることはできないし，あまりにも近い国だ
から，外国の国家として依存することができない
し，あまりにも小さ過ぎて独立することができない
という。これは12世紀から20世紀までのグレート・
ブリテンのアイルランドに対する態度を要約する陳
述であるといわれる。1 一方，アイルランドと対
照的なのはアメリカである。アメリカは国内に膨大
な資源を持っているので，制約的な法令をどれほど
作っても完全には対抗できなかったであろう。そし
て，アメリカは母本国からあまりにも離れているの
で，英国はアメリカの貿易に多くの害を与えること
ができなかった。そして実際のところ，イングラン
ドによって，アメリカは著しく苦しめられたかどう
かは疑わしいことである。
3．アイルランド貿易の概略2
ローマの歴史家タキトゥス（Cornelius Tacitus）
によると，1世紀末，アイルランドの諸港はブリテ
ンの諸港よりも，国際通商においてよりよく知られ
ていたという。3 そしてさらにアイルランドの文
献，例えば，権利の書（the Book of Rights）には
外国から輸入された奢侈財，ドレス，金銀の装飾物，
刀類，盾，奴隷に関して述べられている。ノルマン
朝以前の時代において，海外貿易がどれくらいあっ
たかを示す多くの考古学的証拠を提供するのはダブ
リンやウォーターフォードのようなバイキングの町
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である。これらの町の小さな作業場から，アイルラ
ンドは指輪（ring pins）や金属細工物，骨，鹿の櫛
や宝石類を欧州全体に輸出した。輸入貿易はアイル
ランドの都市産業の他の原材料と合わせて，ワイ
ン，鉄，塩，琥珀が中心だった。4 12世紀におい
ては，ジラルダス・カンブレンシス（Giraldus Cam-
brensis）によると，アイルランドは自国の生産物で
ある皮をフランス，特にポアトゥーのワインと国際
交換をしていたという。13世紀，アイルランドの毛
織物はイングランドに輸出されていた。1300年で
は，エドワード1世の軍隊はスコットランドにいる
間，アイルランドで購入された小麦，オートムギ，
オートミール，エンドウ豆，豆，ワイン，ビール，
塩，豚の供給をカークーブリ（Kircudbright）とエ
ア（Ayr）で受けた。オートムギはエアからダブリ
ンに送られ，製粉されてから，軍隊が使用するため
に送り返された。1376年，アイルランドの製造業で
フリーズが登場したことが記録されていた。14世紀
においては，フリーズ（frieze）がイングランドに
輸出されていた。51410年，ケンブリッジの通りを
舗装する上で，通行料金が課せられたが，他の課税
の対象となったものの中で，アイルランドの布があ
った。100インチにつき，2ペンス課税された。こ
のことは当時のイングランドにおいて，アイルラン
ド製の布は全く一般的な商品であったにちがいない
ことを示している。6
12世紀以前のアイルランド貿易に関する歴史的証
拠は非常に限られている。狩猟犬，奴隷，そしてお
そらく毛織物が重要な輸出品目であったという。こ
の毛織物は中世後期に衰退するまでは唯一の最重要
輸出物であった。皮は中世後期になって，布や毛織
物よりも重要な輸出品目になった。14世紀において
は，毛織物とウールスキン（毛がついたままの羊皮）
の輸出量は減少したが，その輸出は継続した。16世
紀におけるアイルランドの外国貿易の構造は中世後
半の貿易のパターンと比べてほとんど変化していな
い。
1611年のアイルランド貿易に関する報告による
と，主要輸出物はフリーズ（frieze），穀物，獣脂，
樽板（pipe−stave），獣皮であり，輸出の大部分はス
ペインに向けられた。ワイン，鉄，塩が主要輸入物
であった。16世紀の大部分のアイルランド貿易は，
アイルランドの南部や東部の港からブリストルまた
はチェスターのイギリスの港まで。イギリス船舶を
使って行われた。フランスやスペインの港も外交が
許すかぎりにおいて使われた。スペインやフランス
の商人はアイルランドの北部や西部の個々のアイル
ランド族長と取引をした。
17世紀初期に王権の拡大は地方のアイルランド貴
族の貿易権を侵害した。そして，このことは，植民
地化を通じての人口拡大と合わせて，自然資源が集
中的に開発されるにつれて，外国貿易は劇的に増大
したことを意味した。最大の革新は，1600年まで全
く輸出されなかったのであるが，1640年までに年1
万5千頭の生きている家畜が輸出されたことであ
る。これは150万から200万頭の羊の輸出と合わせる
と，アイルランド貿易の半分以上の額を占めた。チ
ェスターに陸揚げされた綿の量は1580年代の年約
100～200ストーン（14ポンドに相当）から，1639年
には6，666ストーンに拡大した。魚類と木材の貿易
は拡大が限られた。全体的には，ほとんど加工され
ない原材料が輸出財の主体であった。
1650年代のアイルランド経済構造の変化は家畜法
（Cattle Act）によって強化された。これは生きた
家畜や羊の輸出に依存することから，樽詰の牛肉や
バター，チーズのような加工品の輸出に向かう動き
を奨励した。こうした製品は1720年代までアイルラ
ンド貿易の50％以上を占めた。毛織物とウールの服
の輸出は毛織物法（Woollen Act）によって制約さ
れるまで著しく増加した。
アイルランド輸出全体は17世紀後半では金額でお
およそ50％増加した。17世紀初頭では，イングラン
ドは家畜輸出の主要市場であった。そしてそれ以
来，概して言えば，アイルランド貿易の主要市場と
なった。加工品貿易は北アメリカに向けられた。7
1664年，全てのアイルランド輸出の約74％はイン
グランドに向けられたが，1683年までに30％まで下
落し，1700年までに42％に増えた。
1720年代中頃までに，リンネルはアイルランド全
貿易額の約3分の1を占めるようになった。景気後
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退からアイルランドが回復したので，家畜生産と国
内リネン製造が貿易経済の支えとして出現した。
18世紀後半のアイルランド海外貿易のパターンは
食糧と麻布（linen cloth）に対する需要によって支
配されていた。1770年代にアイルランドの自由貿易
を保証するような政治的進展があったにも関わら
ず，英国はアイルランドの最重要貿易相手国として
存在した。英国の穀物需要の増大によって，18世紀
後半において，アイルランドの穀物輸出額は2倍に
なったが，1790年代まで，アイルランドの外国貿易
の最大品目は麻布であった。
合同条例に従って，アイルランドは貿易を目的と
する別個の単体としての存在ではなくなったが，19
世紀の数十年間に収集されたデータによると，農産
物の輸出，すなわち家畜と作物輸出が大飢饉のとき
まで急速に増大したことが示されている。
チャールズ2世の統治までは，イングランドはア
イルランド通商や製造業に制限を課していなかっ
た。8 王政復古以前は，アイルランドはイングラン
ドと共通した優位と便益をすべて享受していたと，
英国の庶民院（British）でノース卿（在位1770－82）
は語った。9 アイルランドは英国の慣習法とマグ
ナ・カルタの下にあった。この慣習法により，臣民
は全ての種類の財産を享受することが保証され，マ
グナ・カルタによって，王国の全ての港の自由が確
立された。10 つまりマグナ・カルタによってアイ
ルランドの貿易は保証され，アイルランドの輸出は
慣習法によって承認されていた。換言すると，アイ
ルランドが名目的であれ，実質的であれ，含まれる
条約は作られなかった。1495年に可決されたポイニ
ングス法により，イングランドでそれまで効力のあ
る法令はアイルランドまで拡張されるようになっ
た。11 アイルランド貿易はイングランドによって
二重の干渉を受けていた。一つは直接的な干渉で，
アイルランド貿易を制約する上で，イギリス議会で
可決された制定法（statutes）から生じたものである。
間接的な干渉は，ポイニングズ法として知られる制
定法の条項に下で，アイルランド議会の立法に対す
るイギリス政府の影響から生じたものである。12
アイルランドの君主（the Crown）はイングランド
の君主に従属していることは承認されていることか
ら，アイルランドの為にイギリス議会が法律を制定
する正当な資格が生じた。イギリスの全ての植民地
と保護領（dependencies）に対する法律制定の権利
をイギリス議会は行使した。アイルランドに対して
も同じ権利を行使したと主張した。1782年に至るま
で，この権利が主張され，時折行使された。13 す
なわち，ヘンリー7世の統治下で，1495年にアイル
ランド総督代理ポイニングスの名前が付けられた法
が制定された。イギリスの枢密院に法案の見出しが
提出され，そしてイングランド国王の認可を受ける
まで，アイルランド議会に法案を提示してはならな
いという制法である。アイルランドは，アイルラン
ド自身の利益のためではなく，母本国の便宜のた
め，統治されるべき植民地と見なされていた。14
4．王政復古とその通商政策
チャールズ2世の治世には，第一次英蘭戦争の影
響の回復の兆しがみられた。大量の家畜輸出貿易が
確立したのである。農業技術がほとんどない国にと
って，家畜と羊の飼育はとりわけ適切な産業であっ
た。土地の主要部分は在外地主によって所有されて
いたので，彼らは領地で大量の地元のアイルランド
人を雇用することをためらっていた。アイルランド
の土地は牧畜に適切であることが当然ながら記述さ
れている。スペンサー（Spenser）によると，アイ
ルランドは山や森林が多いが，多くの渓谷があり，
居住に適している。そして連なる山々は牧畜を増や
すであろう。なぜならアイルランドは家畜にとって
大いなる土壌であり，家畜の増殖にとても適してい
るからである。1620年，10万頭の家畜がアイルラン
ドからイングランドに輸出され，1頭当たり，40か
ら50シリングが支払われた。クロムウェルのアイル
ランド侵略の間はこの貿易は実質的に存在していな
かったが，この貿易は急速に拡大した。アイルラン
ドに土地を与えられたクロムウェルの多くの兵士達
が大規模な羊や家畜の飼育家になったという事実に
この貿易拡大が主に起因する。15 1663年になっ
て，1641年より，雄牛，羊，バター，牛肉の輸出は
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3分の1だけ増大した。16
そして，チャールズ2世の治世では，アイルラン
ドは重商主義制度が特に好む経済活動に全く欠けて
いた。貨幣経済はほんのわずかしか浸透しておら
ず，農夫は自給自足の為に農業を行い，大部分の支
払いは物品で行われていた。製造業はほとんどな
く，外国貿易もほとんどなかった。外国貿易の4分
の3はイングランドとなされて，大部分の外国貿易
全体はイングランド商人によって管理されていた。
アイルランドの主要輸出財は家畜であり，肥育され
た家畜の輸出はほとんどなかった。輸入の最重要品
目はタバコであった。砂糖や様々な織物，果物，穀
物も輸入された。17
5．アイルランド家畜貿易に対する制約
アイルランドにとっては，ブリテン本島に対する
年間肉牛輸出は1630年代後半までに年2万頭を越え
たと推定される。作物の栽培や土地の開墾よりも，
貿易のための家畜の放牧と飼育が強調される結果を
もたらした。この結果，家畜とその副産物（牛肉，
皮，獣脂，等）はアイルランド貿易の主要商品とな
った。イングランドとの貿易は十分大きかったの
で，イングランドとウエールズの利益団体は早くも
1621年には，アイルランドの家畜から関税保護を求
めるロビー活動をしていた。1621年5月19日，イン
グランドとウェールズへのアイルランドの家畜輸入
に反対する法案が庶民院に導入された。家畜の放牧
はウェールズ経済の重要部分であり，アイルランド
家畜輸入に対する反対は，アイルランド牧畜は，本
土の競争相手が支払う牧草地の地代よりも，より低
い地代から不正な利益を受けているという信念から
生じている。しかし採択されなかった。18
アイルランド君主は家畜貿易から利益を得た。家
畜とその副産物に対する輸出関税を得た。そして畜
産業に特化した結果，その他のものをほとんど生産
しなかったので，アイルランドはほとんどの奢侈財
や消費財を輸入しなければならなかった。その結
果，君主は輸入手数料を徴収することができた。19
アイルランドの家畜貿易は英国との関係において
重要な意味合いを持つ。17世紀の水準で見ても，ア
イルランドの家畜は痩せ細っていて，その肉は固
く，バターの品質は良くなく，皮は痩せて薄い。20
そうであってもアイルランドの主要輸出財であり，
アイルランドの収入源であった。イングランドに運
び込まれて，東南部の牧草地で肥育されてから，食
肉として販売された。それゆえ，イングランドの肉
屋は，かかる家畜によって，生活手段を得ていた。
しかしながら，英国の北部と西部，ならびにウェー
ルズの牧畜業者にとっては，アイルランド産の家畜
は安すぎる値段で売る競争相手とみなされた。外国
産の家畜の輸入に拠って英国の牧畜業が敗退すれ
ば，地代収入が減少するという懸念から，イングラ
ンドのいたるところの土地所有者はアイルランド産
の家畜貿易に制約を課し，それから禁止することを
強く求めた。その後，イングランドの地代は上昇す
ることはなかったし，英国の製造業者達はアイルラ
ンド市場での売り上げが減少したという不満の声が
上がったにも関わらず，土地所有者達は彼らの大義
名分を主張した。
17世紀，アイルランドによるイングランドへの肥
育牛の輸出は伸びた。イングランドの牧畜業者が抗
議し，その貿易は禁止された。1663年の家畜法のよ
うなロンドンを起源とする重商主義的な法令は，プ
ロテスタントの独立を求める愛国主義をますます刺
激したと考えらた。21
アイルランドの牧畜業者は，その代わりに痩せた
家畜をイングランドの牧畜業者が太らせるために輸
出した。後者が抗議し，その貿易は禁止された。そ
こで，アイルランドは食肉処理されたものを輸出し
た。イングランドの食肉処理者が抗議し，この貿易
は禁じられた。最終的には樽に詰められた塩漬けの
牛肉と豚肉がアイルランドの牧畜業者の輸出物にな
った。この貿易は英海軍と商船隊にとって有益なの
で，抗議されることなく輸出できた。このようにし
て，これはアイルランドの主要産業の一つとなっ
た。22 このアイルランドの家畜の輸入を禁止する
措置は，競争がイングランドの北部と西部やウェー
ルズの郷紳を破滅させることがないように，恐れに
拠って引き起こされた。23
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イングランドと比較すれば，アイルランドは牧畜
国であった。ジェームズ・バトラー（第1代オーモ
ンド公）は1661～1669年までアイルランド総督（the
Lord−Lieutenant）であったが，保護法と外国人労働
者を移入させることによって，製造業を構築しよう
と試みた。その中で毛織物品の製造を奨励した。結
局のところ成功しなかった。チャールズ2世の治世
における英国議会は，オーモンド公の抗議にも関わ
らず，当時存在していたアイルランドの輸出事業，
すなわち家畜貿易に一撃を与えた。24 1663年，イ
ングランドとウェールズの牧畜業者と土地所有者
は，彼らの事業の状態に不満を持ち，生産条件が有
利で，生活水準の低いスコットランドとアイルラン
ドからの競争を恐れていた。この生きた家畜をイン
グランドに輸入することを禁ずる法が通過した。禁
止される期間は毎年，7月1日から12月20日の間で
ある。この期間中，牧草を与えられた家畜はよい状
態であった。25
スコットランドからの家畜貿易は制限されていた
が，アイルランドほどではなかった。しかし，イン
グランド・オランダ戦争の間，アイルランドは敵国
と交易することはゆるされていた。そして，これは
家畜法の影響を軽減させたように見える。英国の牧
畜業者，特に北部の業者はまだ満足することなく，
さらに保護を求め続けた。そして1666年，彼らはア
イルランドの家畜輸入の完全な禁止を獲得した。そ
れから14年間，この禁止はマトン，子羊の肉，バ
ター，チーズに拡張された。スコットランドもアイ
ルランドの家畜輸入を禁止した。そして，アイルラ
ンド議会はスコットランドに報復することが許され
ていたのだが，この法はイングランドとスコットラ
ンドが合同するまで，効力を持ったままだった。26
17世紀初頭，羊毛は主要輸出財であった。しかし
戦乱の間に，農民たちが羊の群れを絶滅させた。な
ぜなら商業用の牧草地は農民達の生存目的の為のそ
の土地の使用という主張と競合したからである。イ
ングランド議会もアイルランドの農産物輸出の伸び
を1667年，肥育するためにアイルランド肉牛をイン
グランドに輸入することを禁じることによって，制
限した。安価なアイルランドの家畜はイングランド
の牧畜業者と競合した。そこでアイルランドの土地
所有者は代替的市場を探索しなければならなかっ
た。そして，食料品貿易にその市場を見出した。塩
漬けと樽詰の肉を欧米の通商に従事する船舶に供給
することである。この食料品貿易の副産物として，
アイルランドはなめし皮，獣脂，ベーコン，そして
バターの主要輸出国になった。18世紀と19世紀にお
いて，いくらかの牧畜業者はささやかな通商上の成
功を収めた。27
アイルランド経済はイングランド市場に供給する
ためいくつかの領域に集中していた。家畜と穀物は
イングランド市場に輸出された主要財であった。し
かし輸出の水準は関税法によって制約されていた。
1666年の家畜法はイングランド市場からアイルラン
ドの家畜を排除した。1758年に撤廃されたが，18年
後に再導入された。この法はアイルランドが羊毛や
穀物財を発展させるように強制した。しかし，保護
貿易主義的手段を組織的に用いて，アイルランドの
毛織物製品と染色されたリンネル（1699年），ガラ
ス（1746年）を英国市場から排除した。こうして，
在来のアイルランド産業が破壊され，英国はこれら
の製造領域における産業上の優位を保持した。28
6．貿易自由化の一つのきっかけ
アダム・スミスの『諸国民の富』が1776年に出現
するまでは，18世紀末まで，自由貿易の思想はほと
んど流行しなかった。貿易量はほぼ一定であるか
ら，1国の貿易の増大は他国の貿易の減少を必然的
に導くという考えは，金塊が重要視され，それゆえ，
貿易黒字は金塊の流入を維持するとした。政府は保
護された国内市場を創ることを求め，製造品貿易に
おける黒字を奨励した。この目的の為に，イングラ
ンドでは，アイルランド，そして諸植民地の為の法
律が制定された。織機の輸出禁止と熟練職人の移出
を禁じたように，原毛や羊のような原材料の輸出は
禁じられた。製造品の輸入は禁止されるか制限され
た。絹や捺染キャラコ（printed calicoes）は1700年
にそうされた。アイルランドと植民地経済はイング
ランド経済の競争相手ではなく，助け手となるよう
1700年代に至るまでのアイルランド貿易に関する幾つかの側面
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に規制された。植民地の再輸出と植民地市場がイン
グランドにとって重要性を増してきたので，この傾
向は奨励された。 1785年，ピットはアダム・スミ
スの思想に影響され，イングランドとアイルランド
間の自由貿易を導入することを求めた。しかし，保
護貿易主義から突然，自由貿易主義に転換するには
あまりにも英国の反対が強すぎた。29
7．むすびに代えて
アイルランドは英国と比較して劣ることがない自
然資源を，ある時期享受していた。エドマンド・
バーク（Edmund Burke）はイングランドと同じ気
候にあり，同じ特性と生産物をもつ国であると，1778
年に述べている。30 石炭と蒸気機関の時代が来る
前は，アイルランドの無限の水力は，製造競争にお
ける自然の優位を与え，公正な扱いを受けていれ
ば，無数の熟練労働移民を引きつけていたであろう
と結論づけている。31 アイルランドと英国は別個
の議会を持つ時期があったが，英国のアイルランド
に対する影響力が実質的に優勢的であったことは否
定できない。
理論的には比較優位に沿った貿易を推進していく
ことが貿易参加国全て（または世界全体）の繁栄に
貢献するのであるが，重商主義的思想が自由貿易思
想によって置換される時代には，当時はまだ程遠か
った。
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抄 録
入手可能な文献によると，歴史的にアイルランド貿易は英国の影響下にあった。特にアイルラン
ドの主要輸出財である英国向けの家畜は英国の牧畜業者の働きによって輸入制限，輸入禁止を課せ
られた。アイルランド貿易のパターンは英国の利益の為に形成されてきたことは否定できない。
キーワード：家畜法，王政復古，ポイニングズ法
蔵谷哲也
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